
 

 

 

平成２６年度 （第10期）事業報告 

 

平成２６年度 （第10期）決算報告 

 

平成２７年度 （第11期）事業計画 

 

平成２７年度 （第11期）予  算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社野田自然共生ファーム 



1 

第 １０ 期 事 業 報 告 
自 平成２６年４月 １日 

至 平成２７年３月３１日 

 

 江川地区においては、自然と共生する環境保全型農業を推進するため、引き続き休

耕田の復田作業や薬剤を減らした環境に優しい水稲の生産を行うとともに、水田型市

民農園の運営及び自然環境維持管理業務等のほか、コウノトリ飼育事業に取り組んで

まいりました。 

 船形地区においては、生産調整事業である麦及び大豆の生産・販売を行ってまいり

ました。 

農業受託事業としては、野田市堆肥センター運営業務、小船橋水辺公園管理業務、

東葛飾地域農林業センター運営業務等を行ってまいりました。 

なお、農業経営については、効率的経営や品質向上に努めてまいりました。その結

果、大豆につきまして平年以上の品質を得ることができました。 

 

１ 江川地区の農業事業 

（１）水稲の生産 

約３．７ヘクタールの田んぼに作付けを行い、４月２９日の田植えから、水

管理と除草作業を主に行い、８月３１日に稲刈りを開始しましたが、同時期に

降雨が多く刈取り作業は難航し、予定した収穫量を得ることができませんでし

た。結果は次のとおりです。  

品 種 名 収 穫 量 JA 出荷米 市民農園配布 一般販売 その他 

コシヒカリ 9,513kg １等 6,074kg 1,461kg 1,303kg 675kg

 

（２）市民農園 

市民農園はファミリー型、オーナー型の２種類を企画し田植えから、草取り、

稲刈りまでの技術指導や自然体験イベント、ホタル観察会、収穫祭等を行い、

自然環境に配慮した市民農園を運営してまいりました。 

水田ファミリー型 水田オーナー型 

１２４区画 １５区画 

公募による一般市民及び賛同者 

（１区画当り 30 ㎡） 

ＮＰＯちば支援センター 

自然保護団体関係者等 

(１区画当り 150 ㎡） 

１２４名 １６０名 

合計   ２８４名 

 

（３）自然環境維持管理作業 

   江川地区の自然環境調査、自然に配慮した農園の維持管理作業、自然環境を

考慮した米づくりの実施等について、野田市の策定する「自然環境保護対策基

本計画」に基づき維持管理を行いました。 

 



2 

（４）体験学習 

福田第一小学校５・６年生、福田第二小学校５年生及び北部小学校の児童合

計で約１５０名を対象に、田植え・生育調査・稲刈りを体験学習として実施い

たしました。 

 

２ 船形地区の農業事業 

（１）生産調整事業 

米の生産調整事業であり、水田で麦や大豆を生産することにより補助金収入

を得るものです。当社としては麦を基幹作物としており大麦の品種は「カシマ

ムギ」を、小麦の品種は「さとのそら」を栽培しました。 

また、二毛作作物の大豆については「タチナガハ」と「フクユタカ」の２品

種を栽培しました。 

 

（２）農業生産 

平成２６年産麦の集団転作事業に基づくブロックローテーション及び固定団

地を合わせ、約６１ヘクタールの水田を船形互助転作組合との協議により借地

いたしました。また、平成２７年産麦についても同じように約７４．６ヘクタ

ールの水田を借用しております。借地期間は 1年とし、毎年１０月１日から翌

年９月３０日まで借用しますが、大豆を作付けする水田については、更に翌年

２月頃まで借用します。 

 

①平成２６年産麦については、平成２５年１１月から１２月にかけて、大麦

は固定団地（５．２ヘクタール）に播種、小麦はブロック２（５５．８ヘク

タール）に播種し、大麦、小麦ともに６月に刈取りをしました。収穫の状況

については次の通りです。なお、大麦については遊休農地（畑）の利用とい

うことで、畑約４ヘクタールにも作付けしました。 

区分 
ＪＡ出荷 種子更新 ク ズ 総収量 

品 種 作付面積

大麦(ｶｼﾏﾑｷﾞ) 
5.2ha

畑 4.0ha

１等    25ｔ

規格外   9ｔ
1.6ｔ 2.45ｔ 38.05ｔ

小麦(さとのそら) 55.8ha
１等    100ｔ

２等  86.71ｔ
5.0ｔ 2.33ｔ 194.04ｔ

合 計 65.0ha 220.71ｔ 6.6ｔ 4.78ｔ 232.09ｔ

    

 ②平成２７年産麦については、平成２６年１１月から１２月にかけて、大麦

は「カシマムギ」を約１４．９ヘクタール、小麦は「さとのそら」を約６３．

５ヘクタールに播種し、赤カビ病予防の殺菌剤の散布等生育状況に合わせた

管理をしております。 

 

    ③大豆については、麦作の裏作としてタチナガハは６月に固定団地（５．２

ヘクタール）に播種、フクユタカは７月にブロック２の一部（２８．２ヘク

タール）に播種し１２月に収穫しました。収穫の状況については次のとおり

です。 
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単位：㎏ 

 

 

 

 

 

 

④ブロックローテーション面積 

    ブロック１ 約５４．６ヘクタール 

    ブロック２ 約５５．８ヘクタール 

    ブロック３ 約６９．４ヘクタール 

 

   ⑤固定団地面積  

船形富士の下 約５．２ヘクタール 

 

３ 農業受託事業 

（１）野田市堆肥センター運営業務委託事業 

 廃棄物の発生抑制、再利用を促進するため、剪定枝、刈草、落葉を活用し

て良質な堆肥を生産し、化学肥料の減量等による環境保全型農業を推進する

ことにより、付加価値のある持続性の高い農業を展開するための施設の運営

管理を行ってまいりました。 

もみ殻と牛ふんを使った有機堆肥の生産と運搬散布を行い、また、稲わら

牛ふん堆肥の試験的な散布を行うなど、市独自の有機堆肥を使って生産した

農産物のブランド化を推進するため適切な施設管理を行ってまいりました。 

搬入量 

・もみ殻回収量・・・・・・・・・・・約  ６６９トン 

・剪定枝・刈草・落葉搬入量・・・・・約４，７１５トン 

搬出・運搬量 

・剪定枝等堆肥の搬出量・・・・・・・約１，１６８トン 

・もみ殻牛ふん堆肥の運搬量・・・・・約  ６３４トン 

・稲わら牛ふん堆肥の散布量・・・・・約  １５４トン 

 

（２）小船橋水辺公園管理業務委託事業 

小船橋水辺公園管理業務については、市民の憩いの場としてレクリエーショ

ンや休憩など気軽に利用できる施設管理を行ってまいりました。 

  園内の管理  受託面積 約１．３ヘクタール 

除草・芝刈 芝生の刈取りと雑草の除草作業を年２回実施 

高木の剪定 枝の剪定と整枝、片付け作業を年１回実施 

園内の清掃 駐車場、トイレ、園路の清掃を週１回実施 

公園の巡回 いたずら防止等園内の巡回を週２回実施 

区 分 販 売 
種子更新 ク ズ 総収量 

品 種 作付面積 ＪＡ出荷 小 売 

タチナガハ 19ha 22,163 735 1,664 4,475 29,037

フクユタカ 14ha 19,005 1,651 1,382 750 22,788

合 計 33ha 41,168 2,386 3,046 5,225 51,825
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（３）東葛飾地域農林業センター施設管理業務委託事業 

農林業センターの目的は、地域農林振興を図り、農林業者の研修、後継者の

育成並びに交歓、相談等地域農林業の向上と自主性を図るとともに、農林業諸

施策を円滑に推進することから、目的達成のため施設の管理を行ってまいりま

した。 

 

４ 補助金関係 

 （１）畑作物の直接支払交付金における営農継続支払の交付金 

    麦及び大豆の生産量を基に換算した栽培面積に対する交付金 

 （２）米の直接支払交付金及び米価変動補填交付金 

    江川地区のコメの作付け面積に対する交付金 

 （３）水田活用の直接支払交付金 

    船形地区の互助転作の麦及び大豆の作付け面積に対する交付金 

 （４）畑作物の直接支払交付金における数量払い 

    麦の生産量と品質区分ごとに設定した単価による交付金 

 （５）水田活用の直接支払交付金 

    麦を作付けした面積に対する交付金 

（６）畑作物の直接支払交付金における数量払い 

   大豆の生産量と品質区分ごとに設定した単価による交付金 

 （７）大規模ブロックローテーション促進事業補助金 

    麦作面積に対する補助金 

 （８）転作定着化促進事業補助金 

    野田市農業再生協議会からの補助金 

 （９）集団転作推進対策事業補助金 

    江川地区の保全管理に対する補助金 

 （10）病害虫防除薬剤購入費用補助金及び地上防除奨励金 

    麦及び大豆用薬剤購入費用と防除奨励金 

 

５ コウノトリ飼育及び飼育施設管理業務委託事業 

  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までコウノトリ飼育等業務を受託

し、産卵、孵化、育雛等、国の特別天然記念物コウノトリの飼育管理、飼育施設の

管理、視察や見学者の対応などを行いました。 

また、飼育員の知識や技術向上のための各種研修に参加しました。 

    適切な飼育管理を行い、平成２６年７月には３羽の幼鳥が巣立ちましたが、８月

に事故により１羽が死亡する結果となりました。元気に育った２羽は、平成２７年

２月７日の命名式において、「ミライ」「アカリ」とそれぞれ命名されました。 

  また、親の「コウくん」「コウちゃん」の次期繁殖に備え、１１月には一斉捕獲

を行い血液等の検査後、親は公開ケージに、幼鳥は非公開ケージで飼育を開始いた

しました。 

  平成２７年の産卵状況は、２月１２日から２２日までに５個の産卵を確認し、３

月２０日から２４日の間に３羽の孵化を確認しました。また、３月２４日には「ミ

ライ」「アカリ」の２羽を馴化訓練のため、兵庫県コウノトリの郷公園に移送しま

した。 
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６ 講習会等への参加  

業務の健全な運営のため、各種技能講習及び研修を受講致しました。 

（１）大型特殊免許・・・・・・・・・・・１人 

（２）車両系建設機械運転技能講習・・・・１人  

 （３）フォークリフト運転技能講習・・・・１人  

 （４）刈払い機安全衛生教育・・・・・・・３人  

 （５）チェーンソー特別教育・・・・・・・５人 

 （６）コウノトリ野生復帰研究セミナー・・４人 

 （７）日本コウノトリ飼育研修・・・・・・２人 

 （８）生きもの調査指導者養成研修会・・・２人 

 （９）田んぼの学校・・・・・・・・・・ ２人 

 （10）メンタルヘルス推進者養成研修・・・１人 

 （11）人事労務管理セミナー・・・・・・・２人 

 （12）柏労働基準協会講習会・・・・・・・３人 

（13）安全防災協議会研修会・・・・・・・４人 

（14）農薬使用安全講習会・・・・・・・・４人 

 

７ ホームページについて 

事業ＰＲを実施するため、適時更新を行いました。 

 

８ 機械稼働状況 

機種 積算時間 稼働時間 主な作業内容 

トラクターＵＳ４０ 3,192 145 耕運作業等 

トラクターＥＧ４４１ 1,788 470 耕運・播種作業等

トラクターＥＧ４４５ 1,960 670 耕運・播種作業等

トラクターＡＦ６５０ ﾒｰﾀｰ交換 488 耕運作業等 

コンバインＣＡ７５０ 1,893 13 収穫作業 

コンバインＧＣ９８０ 1,027 119 収穫作業 

コンバインＡＧ１１００ 275 275 収穫作業 

乗用管理機ヰセキ 1,812 9 薬剤散布作業 

乗用管理機丸山 433 256 薬剤散布作業 

トラクターＣＴ２２６（1号機） 1,719 179 耕運作業等 

トラクターＣＴ２２６（2号機） 1,070 247 耕運作業等 

コンバイン４条ＧＣ４４１ 500 49 収穫作業 

田植機ＶＰ１－ＰＷ（２台） 1 台 約 30 時間 稲の植え付け作業
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９ 取締役及び他の役員 

区  分 氏    名 備    考 

代 表 取 締 役 根本  崇 野田市長 

常 務 取 締 役 木全 敏夫  

取 締 役 川崎 浩之 野田市建設局長 

取 締 役 川島 信良 野田市民生経済部長 

取 締 役 町田 藤夫 野田市都市部長 

取 締 役 瀬能 建市  

取 締 役 伊藤 敏弘  

取 締 役 鬼頭  敏夫  

取 締 役 佐賀 悦男  

会 計 参 与 秋葉 芳秀 税理士 

監 査 役 栗林  徹 税理士 

 

１０ 株式の状況（平成２７年３月３１日現在） 

（１）株主数 ····················· ６名 

 

（２）株主 

株 主 名 持 株 数 持株比率 

千葉県野田市 ６，２０６株 ９９．９１９５％ 

瀬 能 建 市 １株  ０．０１６１％ 

伊 藤 敏 弘 １株  ０．０１６１％ 

木  全  敏  夫 １株  ０．０１６１％ 

佐 賀 悦 男 １株  ０．０１６１％ 

鬼 頭 敏 夫 １株  ０．０１６１％ 
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１１ 経過概要 

４月５～６日( 土 )市民農園全体説明会
４月１１日 ( 金 )江川地区コウノトリ餌生物調査
４月１５日 ( 火 )船形農地水環境保全管理協定運営委員会第１回役員会
４月１６日 ( 水 )ＪＡちば東葛大規模営農組織協議会設立総会
４月２５日 ( 金 )船形農地水環境保全管理協定運営委員会第１回運営委員会
４月２７日 ( 日 )市民農園田植え
５月　２日 ( 金 )平成２５年度決算監査
５月　６日 ( 火 )コウノトリ１羽目孵化する（７日２羽目・９日３羽目）
５月１５日 ( 木 )船形事業所コンバイン納品
５月１９日 ( 月 )ＪＡちば東葛大規模営農組織協議会第１回協議会

５月２１日 ( 水 )
定時取締役会（取締役辞任、第９期事業報告及び計算書類の承認、次期
役員候補者の選任、定時株主総会の招集）

５月２６日 ( 月 )
定時株主総会（第９期事業報告、第９期計算書類の承認、次期役員の選
任、役員報酬の決定）

５月２６日 ( 月 )臨時取締役会（代表取締役１名選任、常務取締役１名選任）
５月３０日 ( 金 )農業体験薩摩芋定植活動に協力
６月　２日 ( 月 )大麦収穫作業開始
６月１０日 ( 火 )大麦収穫作業終了
６月１４日 ( 月 )小麦収穫作業開始
６月１６日 ( 月 )船形農地水環境保全管理協定運営委員会第２回運営委員会
６月１８日 ( 水 )大麦検査（１等２５ｔ、規格外９ｔ）
６月３０日 ( 月 )小麦収穫作業終了
７月　２日 水 １・３羽目巣立つ（２羽目７月５日）1･2羽目♀、3羽目♂
７月１６日 ( 水 )柏労基協安全防災協議会研修会に参加
７月１９日 土 第５回コウノトリ未来・国際会議出席
７月２０日 ( 日 )市民農園自然観察会
７月２１日 ( 月 )大豆タチナガハ播種開始
７月２３日 ( 水 )今年の幼鳥３羽公開ケージへ移動する
７月２５日 ( 金 )小麦検査（１等１００ｔ、２等８６ｔ７１０ｋｇ）
７月２５日 ( 金 )放射能汚染堆肥処分完了
７月２７日 ( 日 )大豆タチナガハ播種終了。フクユタカ播種開始
７月３０日 ( 水 )大豆フクユタカ播種終了
８月　２日 ( 土 )市民農園草取り及びホタル観察会
８月２６日 ( 火 )定時取締役会（第１０期第１四半期事業報告）
８月３１日 ( 日 )市民農園稲刈り
９月１７日 ( 水 )フクユタカにベト病発生のため防除開始
９月18･19日 ( 木 )事業場内メンタルヘルス推進者養成研修受講
９月２５日 ( 木 )水稲検査（１等　２００袋）
９月２８日 ( 日 )市民農園収穫祭・江川地区関東水と緑のﾈｯﾄﾜｰｸ拠点百選認定される

９月２９日 ( 水 )
大豆にアブラムシ、ダニ類発生のため防除開始
柏労働基準協会健康講演会出席

１０月　９日( 木 )ＪＡちば東葛大規模営農組織協議会第２回会議
１０月１４日( 火 )人事労務管理セミナー出席
１１月１１日( 火 )大麦播種開始
１１月１２日( 水 )コウノトリ一斉捕獲（親は公開ケージ、ヒナは非公開ケージ）
１１月１３日( 木 )大麦播種終了・小麦播種開始
１１月２０日( 金 )定時取締役会（第１０期第２四半期事業報告、上半期経営状況報告）
１２月　２日( 火 )小麦播種終了
１２月　６日( 土 )大豆タチナガハ収穫開始
１２月１８日( 木 )タチナガハ収穫終了
１２月１９日( 金 )フクユタカ収穫開始
１２月２６日( 金 )フクユタカ収穫終了　仕事納め
１月２８日 ( 水 )タチナガハ検査　２等４８６袋、３等１９袋、合格２袋
２月　３日 ( 火 )フクユタカ検査　１等３２５袋、２等２４０袋、３等６１袋
２月　６日 ( 金 )農薬使用安全講習会
２月　７日 ( 土 )コウノトリ命名式（ミライ・アカリ）
２月１３日 ( 金 )ＪＡちば東葛大規模営農組織協議会第３回会議
２月２０日 ( 金 )野田市畜産クラスター推進協議会
２月２１日 ( 土 )コウノトリ野生復帰研究セミナー　多摩動物公園
３月　７日 ( 土 )自然と共生する里づくりシンポジウム　いすみ市
３月16~18日 ( 月 )日本コウノトリ飼育共同研修　豊岡市
３月２４日 ( 火 )飼育中のコウノトリ（ミライ・アカリ）豊岡へ移送する

３月２６日 ( 木 )
定時取締役会（第１０期第３四半期事業報告、第１１期事業計
画及び予算の承認、利益相反取引）  
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第 １ ０ 期

決 算 報 告 書

平 成 ２ ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら

平 成 ２ ７ 年 ３ 月 ３ １ 日 まで

株 式 会 社 野 田 自 然 共 生 フ ァ ー ム
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                                                      平成27年 3月31日現在

Ⅰ （ ） Ⅰ （ ）

Ⅱ （ ） Ⅱ （ ）

（ ）

（ ）

Ⅰ （ ）

1.

（ ） 2. （ ）

(1)

3. （ △ ）

(1) （ ）

△

Ⅱ （ ）

Ⅲ （ ）

Ⅲ （ ）

商号　株式会社　野田自然共生ファーム 代表者 根本　崇

(単位：円)

科　　　　　目 科　　　　　目金　　　　　額 金　　　　　額

貸 借 対 照 表

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

（ 純 資 産 の 部 ）

流 動 資 産 111,279,581 流 動 負 債

た な 卸 資 産 13,893,659 未 払 法 人 税 等

預 り 金

34,229,912

現 金 及 び 預 金 85,712,491 未 払 金 5,845,937

売 掛 金 106,848 未 払 費 用 2,622,580

803,300

未 収 入 金 11,566,583 未 払 消 費 税 等 2,593,900

前 受 金 13,572,611

6,697,552

仮 受 金 329,032

賞 与 引 当 金 1,765,000

固 定 資 産 222,426,626 固 定 負 債 16,530,000

有 形 固 定 資 産 222,329,406 長 期 借 入 金 10,000,000

建 物 13,326,334 退 職 給 付 引 当 金 1,930,000

構 築 物 7,990,541 農業経営基盤強化準備金 4,600,000

機 械 及 び 装 置 24,230,855

車 両 運 搬 具 4

工 具 、 器 具 及 び 備 品 1,700,908

建 物 附 属 設 備 6,422,019

土 地 168,658,745

無 形 固 定 資 産 50,000

保 証 金 50,000

負 債 の 部 合 計 50,759,912

株 主 資 本 283,032,296

資 本 金 155,275,000

投 資 そ の 他 の 資 産 47,220 資 本 剰 余 金 155,275,000

出 資 金 10,000 資 本 準 備 金 155,275,000

敷 金 ・ 入 会 金 10,000

長 期 前 払 費 用 27,220

利 益 剰 余 金 27,517,704

そ の 他 利 益 剰 余 金 -27,517,704

繰 越 利 益 剰 余 金 27,517,704

評 価 ・ 換 算 差 額 等 0

繰 延 資 産 86,001

水 道 加 入 金 86,001 新 株 予 約 権 0

純 資 産 の 部 合 計 283,032,296

資 産 の 部 合 計 333,792,208 負債・純資産の部合計 333,792,208  
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(単位：円)

Ⅰ 売 上 高

農 産 物 売 上 高

業 務 受 託 収 入

市 民 農 園 収 入 等

作付助成金 ・交付金収入

Ⅱ 売 上 原 価

期 首 た な 卸 高

商 品 仕 入 高

当 期 農 業 原 価

合 計

期 末 た な 卸 高

売 上 総 利 益

Ⅲ 販 売 費 及 び 一 般管 理費

販 売 費 及 び一 般管 理費

営 業 損 失

Ⅳ 営 業 外 収 益

受 取 利 息

一 般 補 助 金 収 入

受 取 配 当 金

雑 収 入

Ⅴ 営 業 外 費 用

支 払 利 息

繰 延 資 産 償 却

経 常 利 益

Ⅵ 特 別 利 益

特 別 利 益

Ⅶ 特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 除 却 損

農業経営基盤強化準備金繰

税 引 前 当 期 純 利 益

法人税、住民税及び事業税

当 期 純 利 益

損 益 計 算 書
商号　株式会社　野田自然共生ファーム

平成 26 年 4月 1日から

平成27年 3月 31日 まで

科　　　　　目 金　　　　　額

11,616,840

86,245,709

799,925

68,676,218 167,338,692 167,338,692

0

27,778 27,778

159,602,172

159,629,950

0 159,629,950

7,708,742

28,089,252 28,089,252

20,380,510

2,360

11,735,219

280

14,614,704 26,352,563

53,044

86,000 139,044

4,373,324

1,280,220 1,280,220

3,093,104

5,833,009

0 0

259,685

1,200,000 1,459,685
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未 収 穫 農 産 物 10,787,558

貯 蔵 品 1,993,362

合 計 13,893,659

た な 卸 資 産 の 計 算 内 訳

平 成 27 年 3 月 31 日 現 在

(単位：円)

農 産 物 1,112,739

科　　　　　目 金　　　　　額

雑 費 178,531

合 計 28,089,252

科　　　　　目 金　　　　　額

管 理 諸 費 961,090

図 書 費 ・ 研 修 費 147,353

交 通 費 346,415

寄 付 金 43,600

接 待 交 際 費 76,096

備 品 消 耗 品 費 234,973

通 信 費 1,062,671

水 道 光 熱 費 221,907

租 税 公 課 293,250

減 価 償 却 費 180,074

賃 借 料 ・ リ ー ス 料 1,097,760

事 務 用 消 耗 品 費 846,850

法 定 福 利 費 2,040,025

厚 生 費 142,144

退 職 金 185,000

役 員 報 酬 7,680,000

事 務 員 給 与 10,279,506

従 業 員 賞 与 1,749,000

会 議 費 16,058

販 売 手 数 料 155,312

イ ベ ン ト 費 用 114,637

商号　株式会社　野田自然共生ファーム

販売費及び一般管理費の計算内訳

平 成 26 年 4 月 1 日 か ら

平 成 27 年 3 月 31 日 ま で

(単位：円)

広 告 宣 伝 費 37,000
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Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

商号　株式会社　野田自然共生ファーム

農 業 原 価 報 告 書

平 成 26 年 4 月 1 日 か ら

平 成 27 年 3 月 31 日 ま で

(単位：円)

科　　　　　目 金　　　　　額

材 料 費

期 首 材 料 た な 卸 高 41,905

種 苗 費 257,018

合 計 298,923

期 末 材 料 た な 卸 高 0

当 期 材 料 費 298,923

労 務 費

賃 金 53,462,129

賞 与 6,823,000

退 職 金 180,000

法 定 福 利 費 8,904,740

厚 生 費 1,737,892

当 期 労 務 費 71,107,761

経 費

肥 料 費 ・ 農 薬 衛 生費 9,135,244

外 注 作 業 費 1,335,445

電 力 費 2,753,629

軽 灯 油 等 燃 料 費 11,850,122

運 賃 209,260

減 価 償 却 費 13,657,951

修 繕 費 11,407,313

租 税 公 課 ・ 負 担 金 959,950

賃 借 料 ・ リ ー ス 料 23,647,183

共 済 掛 金 ・ 保 険 料 2,321,887

諸 資 材 費 3,796,850

農 具 費 262,947

交 通 費 1,743,802

図 書 費 ・ 研 修 費 434,540

車 両 関 係 費 947,700

土 地 改 良 費 ・ 水 利費 4,173,280

雑 費 424,765

当 期 経 費 89,061,868

当 期 総 農 業 費 用 160,468,552

当 期 農 業 原 価 159,602,172

期 首農産物等棚卸高 11,033,917

合 計 171,502,469

期 末農産物等棚卸高 11,900,297
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（監査報告書の写し） 
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第１１期 事業計画  

 
自 平成２７年４月 １日  

至 平成２８年３月３１日  

 
 江川地区において、自然と共生する環境保全型農業を推進するため、引き続き休耕

田の復田作業や減農薬による水稲の生産を行うとともに、水田型市民農園及び自然環

境維持管理業務など、更に自然と共生する農業を推進してまいります。  

 船形地区においては、麦及び大豆の生産・販売を行ってまいります。  

農業受託事業としては、小船橋水辺公園の管理業務、コウノトリ飼育及び施設管理

業務、東葛飾地域農林業センターの管理業務等のほか、野田市の農業関係施設の管理

業務を行ってまいります。  

 なお、農業経営については、引き続き効率的経営に努め、安定経営を目指してまい

ります。  

 
１ 江川地区の農業事業  

（１）復田作業  

    水稲生産予定区域において復田作業を実施する。  

①作業計画面積  約 ０．２ヘクタール  

    ②作業内容  ア 除草・集草作業・抜根作業  

           イ 水路の整備作業  

           ウ 均平・整地作業  

           エ 畦畔取付作業  

 
（２）水稲生産  

    ①生産目標面積 約 ５．１ヘクタール（市民農園圃場含む）  

    ②目標収穫量  約 １５．２トン  

 
（３）市民農園の実施  

    面積  約 ２．１ヘクタール  

 
（４）エコロジカルネットワークへの取組  

    ①コウノトリ野生復帰計画への全面的協力  

    ②水路整備（魚道）  

    ③里地里山の保全  

 
（５）保全管理  

江川地区の集団転作推進対策事業に基づく農地約２５ヘクタール及びその周

辺を合わせ、約４７ヘクタールの除草を行ってまいります。  
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２ コウノトリ飼育事業  

  野田市において平成２４年１２月４日から飼育を開始した国の特別天然記念物コ

ウノトリについて、平成２５年、２６年と孵化し、順調に飼育管理をしてまいりま

した。平成２７年度も継続して飼育管理等を受託しようとするものです。  

 
３ 船形地区の農業事業  

（１）麦及び大豆の生産  

米の生産調整のための事業であり、水田における麦及び大豆の生産について

は、船形地区の水田を互助転作組合から借地して行うもので、千葉県東葛飾農

業事務所の技術指導を受けて、栽培基準に基づき作業管理を行うとともに、従

業員の研修を通し、栽培技術のレベルアップと平準化を図り、品質及び収穫量

の向上に努めてまいります。  
適期作業の励行  気象条件と作業適期の検討  随時  
土壌検査  地力、施肥量の把握  年１回  
研修会  社内外研修会  年４回程度  
販路の拡大  販売店舗の拡大・ネットワークの活用  
平成２７年産麦生産目標  
（平成２７年６月収穫予定）  

作付面積 ７８ .４ヘクタール  
大麦(カシマムギ) １４．９ヘクタール  
小麦(さとのそら) ６３．５ヘクタール  
目標収穫量 １４１トン  
   大麦  ２７トン  
   小麦 １１４トン  

平成２８年産麦生産目標  
（平成２７年１１月播種予定）  
 

作付面積 ６４ヘクタール  
大麦(カシマムギ)  ９ヘクタール  
小麦(さとのそら) ５５ヘクタール  

平成２７年産大豆生産目標  
（平成２７年７月播種予定）  

作付面積 ３３ヘクタール  
 タチナガハ １４．４ヘクタール  
 フクユタカ １８．０ヘクタール  
 サチユタカ  ０．６ヘクタール(新)  
目標収穫量 ５５トン  
タチナガハ  ２２トン  

 フクユタカ  ３２トン  
サチユタカ   １トン(新) 

 

 
４ 農業受託事業  

（１）小船橋水辺公園管理業務  

市民の憩いの場として気軽に利用できる施設管理を次のとおり行ってまいりま

した。  

平成２７年度も継続して管理を受託しようとするものです。  
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園内の管理  
除草・芝刈  雑草の除草作業と芝生の刈取り  年２回  
高木の剪定  枝の剪定と整枝作業  年１回  
園内の清掃  駐車場、トイレ、園路の清掃  週２回  
公園の巡回  いたずら防止等園内の巡回  週２回  

 
（２）自然環境維持管理業務  

江川地区の自然環境調査、自然観察会における指導、自然に配慮した農園の

維持管理作業、自然環境を考慮した米作りの実施及び補完作業を行ってまいり

ました。  

平成２７年度も野田市が策定している「自然環境保護対策基本計画」に基づ

き受託しようとするものです。  

 
（３）農業関係施設の運営業務  

①野田市堆肥センター運営業務  

    廃棄物の発生抑制、再利用を促進し、剪定枝、刈草、落葉を活用して良質な

堆肥を生産し、化学肥料の減量等による環境保全型農業を推進することにより、

付加価値のある持続性の高い農業を展開するための施設の運営管理、もみ殻と

牛ふんを使った有機肥料の生産と運搬散布、また、稲わら牛ふん堆肥の運搬散

布を行い、市独自の有機肥料を使って生産した農作物のブランド化を推進する

ため、適切な施設管理を行ってまいりました。  

平成２７年度も継続して運営を受託しようとするものです。  

 
②東葛飾地域農林業センター施設管理業務  

    地域の農林振興を図るため、農林業者の研修、後継者の育成並びに交歓、相

談等地域農林業の向上と自主性を図るとともに、農林業諸施策を円滑に推進す

るため適切な施設管理を行ってまいりました。  

平成２７年度も継続して施設管理を受託しようとするものです。  

 
（４）休耕地草刈委託業務  

   希少生物の保護を目的として、船形はきだし沼周辺の休耕地の草刈等について、

平成２７年度も継続して受託しようとするものです。  

 
（５）関宿落堀ビオトープ管理業務  

   平成２７年度、新たに年２回の草刈及び月１回の見回り等の管理業務を受託し

ようとするものです。  
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５ 就農支援事業  

  都市部の４５歳以下の新たな就農希望者を雇用して、農業の技術や経営方法の習

得に関する研修その他農業の担い手となる人材の育成を行う。  
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単位：千円

第１０期 第１１期 比較 第１０期 第１１期 比較

53,007 73,783 20,776 167,762 179,018 11,256

4,040 2,000 -2,040 （1） 材料費 270 288 18

2,020 2,020 0 （2） 労務費 32,288 37,216 4,928

3,600 3,600 0 （3） 農業経費 43,621 49,096 5,475

700 700 0 （4） 小船橋水辺公園 1,063 1,064 1

42,647 65,463 22,816 （5） 自然環境維持 4,189 3,521 -668

99,841 99,841 0 （6） 堆肥センター 69,780 72,158 2,378

小船橋水辺公園管理 1,302 1,302 0 （7） 休耕地草刈 168 182 14

自然環境維持管理業務
4,306 3,780 -526

（8） コウノトリ飼育等
16,383 15,230 -1,153

堆肥センター運営業務 73,354 75,485 2,131 （9） 関宿落堀ビオトープ 0 263 263

（堆肥センター） 37,241 39,940 2,699 19,922 19,507 -415

（もみ殻施設） 36,113 35,544 -569 （1） 農林業センター 2,079 2,080 1

農林業センター運営業務 2,079 2,079 0 （2） 旅費 86 11 -75

休耕地草刈 181 181 0 （3） 広告宣伝費 54 54 0

コウノトリ飼育等委託業務 17,739 16,740 -999 （4） 会議費 29 21 -8

冬期湛水水田管理委託 880 0 -880 （5） 販売手数料 154 152 -2

関宿落堀ビオトープ管理業務 0 274 274 （6） イベント費用 98 108 10

15,080 73,617 58,537 （7） 役員報酬 7,950 7,950 0

8,030 9,775 1,745 （8） 事務員給与 4,649 4,641 -8

4,590 61,079 56,489 （9） 法定福利費 776 785 9

150 0 -150 （10） 厚生費 114 132 18

2,310 2,763 453 （11） 賃借料・リース料 1,032 983 -49

0 0 0 （12） 事務用消耗品費 821 616 -205

13,800 13,800 0 （13） 通信費 850 724 -126

13,800 13,800 0 （14） 水道光熱費 73 77 4

（15） 租税公課 58 32 -26

（16） 接待交際費 35 35 0

（17） 備品・消耗品費 124 113 -11

（18） 管理諸費 481 481 0

（19） 図書費・研修費 113 185 72

（20） 交通費 241 226 -15

（21） 雑費 105 101 -4

181,728 261,041 79,313 小計 187,684 198,525 10,841

0 0 56,478 56,478

14,366 6,202 -8,164 365 470 105

0 8,045 11,770 3,725

14,366 6,202 -8,164 8,410 68,718 60,308

196,094 267,243 71,149 196,094 267,243 71,149合計 合計

③就農支援事業費

資本金・資本準備金

⑤機械購入費

小計 小計

小計

④退職金積立金

　土地売買

雑収入

　補償料等

　市補助金

　転作定着化促進事業

　地上防除奨励金・剤購入補助金

農業受託売上

受
託
業
務

②販売及び一般管理費

補助金収入

　県補助金

　大豆売上

　市民農園売上

  経営所得安定対策等（国）

　水稲売上

　麦売上

農業生産売上 ①農業製造原価

項目 予算額 項目 予算額

第11期    予算
自　平成２７年４月　１日

至　平成２８年３月３１日

収入 支出

 


